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今週のキーワード

量子実用化加速
日本の投資とQEC進展が市場を牽引

24
件

記事数

6
カ国

対象国

720億
ドル

2035年市場

80億
ドル

日本投資増

今週の全24記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 量子暗号解読とPQC 市場危機
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
量子コンピューターによる暗号解読「Q-Day」が予想
より早く到来する可能性。PQCへの移行が急務。

#02 D-Wave、大学に設置 製品導入
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
D-Waveがフロリダアトランティック大学にAdvanta
ge2量子コンピューターを設置。産学連携を促進。

#03 量子関連株式2026 市場レポ
ート

●○○○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

量子コンピューティング市場は2035年までに年間720
億ドル規模に成長予測。IonQ、D-Wave、Nvidiaが注
目。

#04 英国量子産業化加速 企業戦略
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
英国政府が量子技術に20億ポンドを投入。科学的優位
性を産業的リーダーシップに転換する戦略を加速。

#05
Groove
Quantum資金調達

新製品
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

オランダGroove Quantumが1,600万ユーロ調達。1
8量子ビットゲルマニウムスピン量子ビットプロセッ
サ発表。

#06 QMatter量子圧縮 技術開発
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○

QMatterが量子圧縮プラットフォーム開発で120万ド
ル調達。ライフサイエンス分野の計算効率化を目指す
。

#07
Integrated
Quantum資金調達

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Integrated Quantum Technologiesが250万ドル調
達。AIシステムの量子対応セキュリティインフラを強
化。

#08 QuSecure PQC受賞 製品紹介
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○

サイバーセキュリティ企業QuSecureがPQCリーダー
シップで金賞受賞。量子安全なソリューションへの移
行を支援。

#09 EntrustとIBM提携 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

EntrustとIBMが提携し、企業の量子安全なセキュリ
ティ（PQC）への移行を支援。ハイブリッドクラウド
環境でのPQC導入を推進。

#10
Qubitcore
15.3億円調達

技術開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
OIST発Qubitcoreが15.3億円調達。分散型イオントラ
ップ量子コンピューター開発を加速。

#11 IQM、TOYOに導入 製品導入
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●
IQMがTOYO Corporationに日本企業初の企業向け量
子コンピューターを導入。日本の量子戦略に貢献。

#12 量子エコシステム現状 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○

量子コンピューティング市場は投機段階から商業産業
へ進化。2025年に42億ドル投資、PQC標準化、IonQ
が収益リーダー。

#13
量子歴史とブレークス
ルー

解説記事
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

量子コンピューティングの歴史とブレークスルー。日
本が80億ドル投資、GoogleがQEC実証、初の量子優
位性主張。

#14 量子商業化の歴史 解説記事
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
量子コンピューティングの商業化の歴史。D-Wave、I
BM、Microsoft、QuEraの主要な技術進展。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#15 量子市場投資展望 市場レポ
ート

●○○○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

量子コンピューティング市場の投資展望。主要モダリ
ティ比較、IonQが収益リーダーとして年間GAAP収益
1億ドル突破。

#16 IonQ成長と損失 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
IonQは高成長・高損失。アナリストは目標株価100ド
ル。量子システム相互接続やQCaaSで市場を牽引。

#17 量子公開企業リスト 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●

量子コンピューティング公開企業リスト。JSR Corpor
ation（日本）が量子材料分野で関与。PQC、中性原
子など多様な企業。

#18 トポロジカルQEC動向 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

トポロジカルQECの特許・文献動向。表面コードとLD
PCコードが注目。Microsoftがマヨラナ量子ビットに
注力。

#19
量子コンテクスチュア
リティ

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●○○○

○

量子コンテクスチュアリティが量子誤り訂正に不可欠
であることを発見。量子ハードウェア設計に新たな視
点。

#20
QuEra
QECブレークスルー

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
QuEraが中性原子QCで2対1のQECブレークスルー。
論理量子ビットを2物理量子ビットで構築可能。

#21 IonQ収益増とDARPA 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

IonQが2025年収益3倍増、DARPA契約獲得。トラッ
プドイオン技術で市場を牽引し、2026年収益2.25億
ドル予測。

#22 NVIDIA Ising発表 新製品
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

NVIDIAがオープンソース量子AIモデル「NVIDIA Isi
ng」を発表。量子プロセッサのQECと精度をAIで向上
。

#23
JSTムーンショット目
標

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

●
JSTムーンショット目標、ネットワーク型量子コンピ
ューター構想発表。2050年100万量子ビット目指す。

#24 早稲田、材料開発加速 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
早稲田大学が量子回路学習で複雑系材料開発を加速。
限られたデータで新規材料を効率的に発見。

●●●●○ 高 ●●●○○ 中高 ●●○○○ 中 ●○○○○ 低 | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 量子コンピューターによる「Q-Day」は本当に迫っているのか？
Googleの最新研究では、楕円曲線暗号解読に必要な量子ビット数が以前の推定より少ない可能性が示唆されています。IB
MやGoogleの開発加速、NISTのPQC標準化の動きは、企業のセキュリティ対策に猶予がないことを示唆しています。自
社の機密データ保護戦略は十分か、PQCへの移行計画は具体化しているか、今すぐ確認すべきです。

❷ 日本の量子コンピューティング戦略はグローバル競争で優位に立てるか？
日本は2025年に公共量子投資を80億ドルに増額し、JSTムーンショットでは2050年までに100万量子ビットのネットワ
ーク型QC基盤技術確立を目指しています。また、OIST発Qubitcoreの15.3億円調達や、IQMとTOYO Corporationによ
る日本初の企業向けQC導入など、具体的な動きが加速しています。これらの投資と研究成果が、国際競争力強化にどう繋
がるか、その進捗を注視する必要があります。

❸ 量子誤り訂正（QEC）のブレークスルーは実用化をどこまで早めるか？
QuEraが2対1の物理量子ビット比で論理量子ビットを構築するQECブレークスルーを発表し、NVIDIAはAIモデル「Ising
」でQECの速度と精度を大幅に向上させました。これらの進展は、大規模で安定した量子コンピューター実現への大きな
一歩です。しかし、これらの技術が汎用計算に適用されるまでの距離、そして既存の量子ビット方式への影響を評価し、
自社のR&D;戦略にどう組み込むかを検討すべきです。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

Q-Day脅威量子チップ
日本発QC

国内導入
日本投資

QECブレイク

AI×QEC

ネット型QC

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● Q-Day脅威 注意 PQCソリューション提供 機密情報漏洩リスク

● 量子チップ 機会大 半導体量子ビット技術連携 —

● 日本発QC 機会大 国内技術の国際競争力 —

● 国内導入 機会大 国内量子市場の活性化 —

● 日本投資 機会大 国家戦略による成長 —
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● QECブレイク 注意 QC実用化加速 技術競争激化

● AI×QEC 注意 QC開発効率化 既存技術陳腐化

● ネット型QC 機会大 次世代QC基盤技術 —
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深掘り ① ― JSTムーンショット：ネットワーク型QC
#23 | 2026/04/01 | Japan Science and Technology Agency (JST) Research Development System | 技術新規性●●●●●
実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●●

JSTムーンショット目標の一環として、山本俊PMが率いる「誤り耐性ネットワーク型量子コンピューター」プロジェク
トが発表されました。これは、離れた複数の量子プロセッサ間で論理量子ビットの量子もつれを生成・接続し、単一の
大規模量子プロセッサを形成する画期的な構想です。

2030年までに「論理もつれ共有」を達成し、2050年までに100万量子ビットのネットワーク型量子コンピューターの
共通基盤技術を確立するという野心的なマイルストーンが設定されています。原子ネットワーク技術とイオンネットワ
ーク技術を柱とし、量子ビットと光子間の大規模な量子もつれ生成に重点を置いています。

▶ 技術者の視点

このJSTムーンショットは、単一チップでの量子ビット集積の限界を打破する、将来の量子コンピュー
ターアーキテクチャの方向性を示すものです。論理量子ビット間のネットワーク化は、理論的には非常
に魅力的ですが、長距離での高忠実度な量子もつれ生成と維持は極めて困難な課題です。特に、光子を
用いた量子情報伝送における損失とデコヒーレンスをいかに抑制するかが鍵となります。 【機会】日本
の材料・素材メーカーにとっては、量子ネットワークを構成する光ファイバーや光共振器、極低温冷却
技術など、関連する高性能材料や部品開発の大きな機会となります。また、日本のR&D;部門は、この国
家プロジェクトに参画することで、次世代量子技術の知見を深め、国際競争力を高めるチャンスです。 
【脅威】一方で、目標達成には非常に長い時間と莫大なリソースが必要であり、その間に他国が異なる
アプローチで先行するリスクも存在します。特に、欧米や中国の量子インターネット研究の動向を常に
監視し、技術的な優位性を維持するための戦略的な投資と国際連携が不可欠です。

深掘り ② ― Q-Day到来とPQC移行の緊急性
#01 | 2026/04/27 | Wired | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●○
日本関連度●●●●○

量子コンピューターによる暗号解読「Q-Day」の到来が予想以上に短縮されていると議論されています。Googleの量子
AIチームの最新研究では、楕円曲線暗号を破るために必要な量子ビット数が以前の推定よりも大幅に少ない可能性が示
唆されました。

IBMやGoogleといった大手企業の量子コンピューターの急速な開発と、量子アルゴリズムの理論的改良がこの動きを加
速。各国機関や標準化団体は、量子安全な暗号方式（PQC）への移行スケジュールを具体的に設定し始めており、企業
は情報資産保護のための対策を急ぐ必要があります。
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▶ 技術者の視点

Q-Dayの到来時期については依然として不確実性がありますが、Googleの研究結果は、従来の暗号が想
定よりも少ない量子ビットで破られる可能性を示唆しており、これは非常に重要な警鐘です。PQCへの
移行は、単なる技術的なアップグレードではなく、システム全体にわたる大規模な改修を伴うため、多
大なコストと時間がかかります。NISTの標準化動向を注視し、早期に移行計画を策定することが不可欠
です。 【機会】日本のITセキュリティ企業やシステムインテグレーターにとっては、PQCソリューショ
ンの提供、コンサルティング、導入支援といった新たなビジネス機会が生まれます。また、日本の材料
・素材メーカーは、PQC実装に必要な高性能ハードウェア（例：乱数生成器）の材料開発で貢献できる
可能性があります。 【脅威】PQCへの移行が遅れる企業は、将来的に機密情報漏洩のリスクに晒される
だけでなく、国際的なサプライチェーンから排除される可能性もあります。特に、金融、防衛、重要イ
ンフラ関連企業は、早急な対応が求められます。調達・購買部門は、サプライヤーのPQC対応状況を評
価し、リスク管理を強化する必要があります。
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深掘り ③ ― 日本初の企業向けQC導入
#11 | 2026/04/27 | IQM Quantum Computers | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

IQM Quantum Computersは、TOYO Corporationが同社のフルスタック20量子ビット量子コンピューター「Radianc
e」を購入したと発表しました。これは、日本企業として初の量子システム導入となります。

Radianceは2026年末までにTOYO Corporationに導入され、オンプレミスおよびクラウド環境を通じて利用可能にな
る予定です。本プロジェクトは、日本の量子技術に関する国家目標、特に2030年までに国内量子技術ユーザー1,000万
人達成と量子関連生産額50兆円創出に貢献することを目指しています。

▶ 技術者の視点

日本企業が自社で量子コンピューターを導入する初の事例であり、日本の量子技術戦略における重要な
マイルストーンです。20量子ビットという規模は、まだ汎用的な耐障害性量子コンピューターには遠い
ですが、特定の最適化問題やシミュレーションにおいて、古典コンピューターでは困難な計算を試行す
るNISQ（Noisy Intermediate-Scale Quantum）デバイスとしての価値は十分にあります。重要なの
は、実機に触れることで量子アプリケーション開発の経験を積み、人材を育成することです。
【機会】TOYO Corporationは、この導入を通じて国内の量子エコシステムを活性化させ、日本のR&D;
部門や新製品企画担当者に対して、量子コンピューティングの具体的な活用事例やノウハウを提供でき
る立場になります。また、日本の部品メーカーは、量子コンピューターの周辺機器や冷却システム、制
御エレクトロニクスなどのサプライヤーとして参入する機会があります。 【脅威】導入されたシステム
が期待通りの性能を発揮しない場合や、具体的なビジネス価値創出に繋がらない場合、量子技術への投
資意欲が減退するリスクも考えられます。導入企業は、明確なユースケースと評価指標を設定し、着実
に成果を出すことが求められます。また、海外の量子コンピューターベンダーへの依存度が高まる可能
性も考慮すべきです。

その他の注目記事
量子コンピューティングの完全な歴史：最近のブレークスルーとグローバルな競争 (The Quantum Insider)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

2025年に日本の公共量子投資が80億ドルに増額されたこと、Googleが閾値以下のQECを実証したこと、初の量子優位
性主張など、量子コンピューティングの歴史的転換点と日本の役割を概観。

NVIDIAがオープンソース量子AIモデル「NVIDIA Ising」を発表：量子プロセッサの精度と誤り訂正を向上 (Japanese Tech News)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

NVIDIAがAIを活用した量子プロセッサのキャリブレーションとQEC向上モデルを発表。デコーディング速度2.5倍、精
度3倍向上は、実用化を加速する重要な進展。

OIST発スタートアップQubitcore、イオントラップ量子コンピューティング開発へ15.3億円を調達 (Mexc News)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○

日本発スタートアップが分散型イオントラップQC開発で大規模資金調達。2026年プロトタイプ、2029年複数QPU接
続システムと具体的なロードマップを提示。

QuEra、2対1量子ビット比での量子誤り訂正ブレークスルーを発表 (Network World)
技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

中性原子量子コンピューターのQuEraが、論理量子ビットをわずか2つの物理量子ビットで構築できるQECブレークス
ルーを発表。スケーラビリティ課題解決への大きな一歩。

早稲田大学、量子アルゴリズムを用いた複雑系材料開発の加速を実証 (Waseda University)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○
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早稲田大学が量子回路学習（QCL）により、限られたデータでの複雑系材料開発を加速。日本の材料産業に新たな開発
手法を提供する可能性。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【経営企画】「Q-Day」の最新動向を把握し、自社の情報セキュリティリスク評価を再実施。PQC移行の必要
性を経営層に報告。

• 【調達】PQC対応のセキュリティ製品・サービスを提供するベンダーのリストアップを開始。既存サプライヤー
のPQC対応状況を確認。

• 【R&D;】NVIDIA IsingのようなAIを活用した量子誤り訂正技術の論文・発表を調査し、自社の量子コンピュー
ティング研究への応用可能性を検討。

▍短期（1ヶ月）
• 【情報システム】PQC移行計画の初期フェーズとして、既存システムにおける暗号資産の棚卸しと脆弱性評価に
着手。

• 【R&D;】JSTムーンショット目標やOIST発Qubitcoreの動向を詳細に分析し、日本の量子コンピューティング
国家戦略における自社の立ち位置と貢献可能性を検討。

• 【材料開発】早稲田大学の量子回路学習による材料開発加速の研究成果を評価し、自社の新素材探索プロセスへ
の導入可能性を検討。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画】量子コンピューティングがもたらす産業構造の変化を予測し、中長期的な事業戦略に量子技術の導
入・活用を組み込むロードマップを策定。

• 【R&D;】量子コンピューティング人材育成プログラムを強化。国内外の大学や研究機関との連携を模索し、共
同研究や人材交流を推進。

• 【半導体PKG】ゲルマニウムスピン量子ビットや中性原子量子コンピューターの進展を注視し、将来的な量子チ
ップ製造技術やパッケージング要件の変化に対応できるよう技術ロードマップを更新。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-05-02
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量子コンピューターによる暗号解読の加速とポスト量子暗
号への移行

概要

量子コンピューターが現在の暗号技術を解読するまでの期間が、予想以上に短縮され
ているという「Q-Day」現象について議論されています。Googleの量子AIチームの最
新研究では、楕円曲線暗号を破るために必要な量子ビット数が以前の推定よりも大幅

に少ない可能性が示唆されています。IBMやGoogleといった大手企業の量子コンピュ
ーターの急速な開発と、量子アルゴリズムの理論的改良がこの動きを加速させていま
す。これにより、各国機関や標準化団体は、量子安全な暗号方式への移行スケジュー

ルを具体的に設定し始めています。

公開日 2026年04月27日  Wired  アメリカ



詳細

背景：迫りくる「Q-Day」の脅威

量子コンピューターの発展は、現代のデジタルセキュリティの根幹を揺るがす可能性を
秘めています。特に、公開鍵暗号の多くがショアのアルゴリズムによって効率的に解読
される危険性が指摘されており、この脅威が現実となる日を「Q-Day（Quantum

Day）」と称しています。近年の研究と技術開発の進展により、Q-Dayの到来が当初の
予測よりも早まるという見方が強まっています。これは、量子コンピューターのハード
ウェア進化だけでなく、量子アルゴリズムの効率改善によるものです。

主要内容：ハードウェアとアルゴリズムの進化

最近のGoogle Quantum AIチームの研究では、現在の楕円曲線暗号（ビットコインやイ
ーサリアムなどの基盤）を破るために必要な量子ビット数が、これまでの見積もりより
も少ない可能性が示されました。これは、量子コンピューターの性能向上と、アルゴリ
ズムの最適化が同時に進んでいることを意味します。IBMは、特定のタスクでの「量子
優位性」を年内に達成し、2029年までに耐障害性のあるシステムを構築することを目指
しています。Googleもまた、ポスト量子暗号への移行を加速しています。さらに、
PsiQuantumの光ベースの量子ビットや中性原子システムといった新しいアプローチも
台頭し、数千の量子ビットを制御する能力を持つシステムが開発されつつあります。

影響と展望：標準化と産業への波及

このような急速な進展を受けて、各国の標準化団体や政府機関は、既存の暗号システム
から量子安全な暗号方式（ポスト量子暗号、PQC）への移行に関する具体的なタイムラ
インを策定し始めています。例えば、米国国立標準技術研究所（NIST）はPQC標準の選
定作業を進めており、これに伴い、世界中の企業や政府機関は自らの情報資産を量子攻
撃から守るための対策を急ピリオドで講じる必要があります。この移行は、単なる技術
的な課題にとどまらず、多大なコストと時間、そして新たなスキルセットを必要とする
大規模なプロジェクトとなるでしょう。産業界においては、量子コンピューターの脅威
を理解し、早期にPQCソリューションを導入できる企業が、将来的な競争優位性を確立
すると考えられます。

元記事: https://drbobsutor.substack.com/p/daily-quantum-update-for-thursday-b68

https://drbobsutor.substack.com/p/daily-quantum-update-for-thursday-b68


収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



D-Wave、フロリダアトランティック大学にAdvantage2
量子コンピューターを設置

概要

量子コンピューティングのリーディングカンパニーであるD-Wave Quantum Inc.は、
フロリダアトランティック大学（FAU）のボカラトンキャンパスにAdvantage2量子コ
ンピューターの設置を開始しました。このシステム導入は、同大学が量子技術の研究

と教育における地位を強化することを目的としています。教員や学生は強力な量子シ
ステムに直接アクセスできるようになり、量子技術分野におけるイノベーションとス
キル開発が促進されることが期待されます。この動きは、量子コンピューティング開

発企業と学術機関との連携が深まり、量子技術の実用化と理解が加速していることを
示しています。

公開日 2026年05月01日  Traders Union  アメリカ



詳細

背景：産学連携による量子技術の推進

量子コンピューティングは、その革新的な可能性から世界中で研究開発が活発化してお
り、特に産学連携の重要性が高まっています。企業が開発した最先端の量子システムを
大学に導入することで、学術機関は実践的な研究環境を整え、次世代の量子人材育成に
貢献できます。同時に、企業側は研究機関からのフィードバックを得て、技術のさらな
る改良や新たな応用分野の開拓につなげることが可能です。

主要内容：D-Wave Advantage2の導入

D-Wave Quantum Inc.は、その最新鋭の量子アニーリングマシンであるAdvantage2シス
テムを、フロリダアトランティック大学のボカラトンキャンパスに設置する作業を開始
しました。これは、D-Waveが以前に発表したFAUへのシステム提供合意に基づくもので
す。Advantage2は、量子アニーリングという特定の種類の最適化問題に特化した量子
コンピューターであり、その大規模な量子ビット数と高度な接続性により、複雑な組合
せ最適化問題を高速で解決する能力を持ちます。FAUの教員と学生は、このシステムを
利用して、物流、金融モデリング、材料科学など多岐にわたる分野での量子コンピュー
ティングの応用研究を進めることができるようになります。

影響と展望：量子研究と人材育成への寄与

Advantage2システムの導入は、FAUを量子技術研究のハブとして位置づける上で重要な
意味を持ちます。学生は実機に触れることで、理論だけでなく実践的な量子プログラミ
ングやアルゴリズム開発のスキルを習得できます。また、D-Waveの技術を早期に導入
することで、FAUは量子コンピューティングのフロンティア研究を推進し、新たな科学
的発見や技術革新を生み出す土壌を育むことが期待されます。このような産学連携は、
量子コンピューティング分野全体の成長を加速させ、将来的には社会実装へと繋がる重
要なステップとなります。

元記事: #

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



有望な量子コンピューティング関連株式：2026年4月版

概要

量子コンピューティング技術は急速に発展しており、投資家にとって無視できない分
野になりつつあります。この市場は現在、初期段階のシステム販売が研究パートナー

シップに依存していますが、2035年までに年間720億ドル規模に成長し、2030年には
広範な利用が期待されています。記事では、純粋な量子コンピューティング企業とし
てIonQを、そのトラップドイオンテクノロジーと10,000量子ビットシステムの構築計

画を評価しています。また、D-Waveは特定の産業応用分野での確立された地位で注目
され、Nvidiaはハイブリッドコンピューティング向けNVQLinkなどで量子業界の強力
なパートナーとして挙げられています。

公開日 2026年04月26日  The Motley Fool  アメリカ



詳細

背景：量子コンピューティング市場の黎明期と成長予測

量子コンピューティングは、未だ発展途上の技術であり、その商業化は始まったばかり
です。現在の市場は、主に研究開発段階のシステム販売や学術・産業界とのパートナー
シップによって支えられています。しかし、専門家は量子コンピューティングが持つ破
壊的な可能性を高く評価しており、数年後にはその実用化が急速に進むと予測していま
す。具体的には、2030年には広く利用可能となり、2035年には年間720億ドルの巨大な
市場規模に達するという試算もあります。このような長期的な成長見通しは、先行投資
を行う投資家にとって魅力的な機会を提供します。

主要内容：注目の量子コンピューティング関連企業

IonQ (イオンキュー): 量子コンピューティングの純粋なプレーヤーとして最有力視さ
れています。同社は、その高い精度が特徴の「トラップドイオン」技術を基盤として
おり、商業的に利用可能な10,000量子ビットシステムの構築という明確なロードマッ
プを提示しています。この量子ビット数は、幅広い実用的なアプリケーションを実現
するための閾値とされています。

D-Wave (D-ウェーブ): 量子アニーリングと呼ばれる特定の問題解決に特化した量子
コンピューターの分野で、確立された地位を築いています。生産スケジュールの最適
化やサプライチェーン管理といったニッチな産業アプリケーションにおいて、既に実
用的なソリューションを提供しています。

Nvidia (エヌビディア): 直接的な量子コンピューター開発企業ではありませんが、量
子業界における強力なエコシステムパートナーとしての役割を担っています。同社の
ハイブリッドコンピューティング向け「NVQLink」、量子コンピューティングに適合
した「CUDA」ソフトウェア、そして量子コンピューティングの精度向上と誤り訂正
を支援するAIモデルなどは、量子技術の発展に不可欠なインフラを提供しています。



影響と展望：長期的な視点での投資戦略

量子コンピューティングは、その将来性が非常に高い一方で、技術開発には依然として
大きなリスクと不確実性が伴います。現在、多くの企業が量子ビットの安定性、スケー
ラビリティ、誤り訂正といった課題の解決に取り組んでいます。投資家は、個々の企業
の技術的な優位性、特許戦略、そして商業化への具体的なロードマップを慎重に評価す
る必要があります。長期的な視点に立ち、多様な技術アプローチを持つ企業群に分散投
資することが、この新しいフロンティア市場におけるリスクを管理しつつ、将来的なリ
ターンを享受するための有効な戦略となるでしょう。量子コンピューティングは、AI、
新素材開発、金融モデリング、医薬品開発など、様々な産業に変革をもたらす可能性を
秘めています。

元記事: https://www.fool.com/investing/2026/04/26/3-top-quantum-computing-stocks-to-buy-in-april/

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.fool.com/investing/2026/04/26/3-top-quantum-computing-stocks-to-buy-in-april/


科学から産業へ：英国量子技術の商業化加速の必要性

概要

英国が量子コンピューティングにおける科学的ブレークスルーを具体的な産業能力と
経済的利益に転換することの重要性が強調されています。英国政府は量子技術の開発

と商業化を加速するために最大20億ポンドを投入することを表明し、科学的約束から
国家的な優先事項へと戦略を転換しています。しかし、過去の英国のイノベーション
が国内産業として定着しなかったパターンを繰り返さないよう警告しています。記事

は、グローバルな量子産業構造が確立される前の12〜18ヶ月の間に、英国が主権的な
能力を確立する必要があると主張しています。

公開日 2026年04月29日  UKTN (UK Tech News)  イギリス



詳細

背景：英国の量子研究と産業化の課題

英国は、量子コンピューティング分野において世界的に見ても優れた科学研究の実績を
誇っています。多くの画期的な発見や革新的な技術が英国の大学や研究機関から生まれ
てきました。しかし、これらの科学的成果が必ずしも国内の強力な産業へと結びついて
きたわけではないという歴史的課題も抱えています。政府は、この現状を打開するた
め、量子技術開発と商業化に最大20億ポンドという巨額の投資をコミットし、量子技術
を単なる研究テーマではなく国家戦略上の最優先事項として位置づけています。

主要内容：国家戦略としての量子産業育成

この記事では、政府の投資意欲を評価しつつも、資金投入だけでは十分ではないと指摘
しています。真に重要なのは、英国がその科学的優位性を産業的なリーダーシップに転
換するための、より戦略的かつ実践的なアプローチです。現在、世界の量子産業はまだ
形成期にあり、企業のスケーリング、サプライチェーンの構築、長期的な所有権の確立
が進む前の「12〜18ヶ月」という限られた期間が英国には残されています。この期間内
に、英国は量子技術に関する「主権的な能力」を確立し、自国の産業基盤として強固に
根付かせることが求められています。

影響と展望：競争力強化と今後の行動

もし英国がこの期間を逃せば、将来的に海外企業が主導するグローバルな量子サプライ
チェーンの一部となるリスクがあります。これは、経済的利益の逸失だけでなく、国家
安全保障上のリスクにも繋がりかねません。したがって、政府、産業界、学術界が一体
となって、研究成果の迅速な商業化、スタートアップ企業の支援、熟練した人材の育
成、そして国際的な競争における英国の優位性を確保するための具体的な施策を講じる
ことが不可欠です。英国の量子技術が、科学的な栄光に終わらず、真に国の経済成長と
国際競争力強化の原動力となるためには、戦略的な行動と迅速な実行が求められます。

元記事: https://www.uktech.news/opinion/its-time-to-move-quantum-from-science-to-industry-

20260429

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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オランダの量子スタートアップGroove Quantum、1,600
万ユーロを調達しチップ製造を加速

概要

デルフトを拠点とする量子コンピューティングスタートアップGroove Quantumは、ス
ケーラブルなゲルマニウムスピン量子ビットプロセッサの開発を進めるため、1,600万
ユーロの資金調達に成功しました。この投資は、Innovation Industriesと55 Northが共

同で主導し、複数の投資家やEUからの助成金が含まれます。資金調達と同時に、同社
は18量子ビットの半導体スピン量子ビットプロセッサを発表し、同種では過去最大と
主張しています。Groove QuantumのCEOは、この成果が半導体スピン量子ビットが急

速に100万量子ビットシステムへとスケールする準備が整っていることを示していると
述べています。

公開日 2026年04月30日  BeBeez International  オランダ



詳細

背景：スピン量子ビット技術の進化とスケーラビリティの課題

量子コンピューターの実現には、安定した量子ビットを大規模に集積し、制御する技術
が不可欠です。ゲルマニウムスピン量子ビットは、シリコンベースの半導体製造技術と
の互換性が高く、既存の半導体産業のインフラを活用できる可能性から注目されていま
す。しかし、量子ビットの数を増やすこと（スケーラビリティ）と、個々の量子ビット
の品質を維持すること（忠実度）の両立が大きな課題となっています。特に、数百万量
子ビット規模のシステム構築には、新たな製造技術と資金が必要とされています。

主要内容：Groove Quantumの資金調達と18量子ビットプロセッサ

オランダのデルフトに拠点を置くスタートアップGroove Quantumは、このスケーラビ
リティの課題に取り組むため、総額1,600万ユーロの資金調達に成功しました。このう
ち1,000万ユーロはInnovation Industriesと55 Northが共同で主導するエクイティファン
ディングであり、残りの600万ユーロはEICアクセラレータープログラムやEU Chips Act

といった欧州の主要な助成金プログラムから得られました。資金調達の発表と同時に、
同社は18量子ビットの半導体スピン量子ビットプロセッサを発表しました。これはゲル
マニウムスピン量子ビット技術としては過去最大規模であり、その開発はスピン量子ビ
ット技術がより大規模なシステムへと発展する準備が整いつつあることを示唆していま
す。

影響と展望：半導体量子コンピューティングの商業化加速

Groove Quantumのこの成果は、半導体スピン量子ビットが、研究室レベルのデモンス
トレーションから商業規模での製造へと移行する可能性を強く示しています。CEOのDr.

Anne-Marije Zwerverは、この資金とプロトタイプが「半導体スピン量子ビットが迅速に
100万量子ビットシステムへとスケールし、世界的な商業規模製造に向けた準備ができ
ている」ことを示していると強調しています。欧州における量子コンピューティング分
野、特にオランダでのこの技術的進展と投資は、量子コンピューターの実用化を加速さ
せ、産業界への応用範囲を広げる上で重要なマイルストーンとなるでしょう。これによ
り、製薬、材料科学、最適化問題など、多岐にわたる分野での量子コンピューティング
の活用が期待されます。

元記事: https://bebeez.eu/2026/04/30/dutch-quantum-startup-groove-quantum-raises-e16-million-to-

https://bebeez.eu/2026/04/30/dutch-quantum-startup-groove-quantum-raises-e16-million-to-advance-scalable-chip-manufacturing/


advance-scalable-chip-manufacturing/
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量子技術スタートアップQMatterが120万ドルを調達、量
子圧縮プラットフォームを開発

概要

ボストンとロンドンに拠点を置く量子技術スタートアップQMatterが、120万ドルのプ
レシード資金調達を完了しました。この資金は、同社の量子圧縮プラットフォームの
さらなる開発とスケールアップに充てられます。QMatterの革新的な技術は、量子力

学の原理を利用して計算問題のサイズと複雑さを大幅に削減し、量子システムや古典
システムでの処理を効率化します。同社は特にライフサイエンス市場に注力し、製
薬・バイオテクノロジー企業と協力して研究開発の強化を目指しています。

公開日 2026年05月01日  Evertiq  アメリカ / イギリス



詳細

背景：計算負荷の増大と量子技術の可能性

現代の科学研究、特にライフサイエンスや材料科学の分野では、膨大なデータを分析
し、複雑なシミュレーションを行う必要があり、計算資源への要求は増大の一途を辿っ
ています。量子コンピューターは将来的にこれらの課題を解決する可能性を秘めていま
すが、現在のところはまだ発展途上にあります。そのため、古典コンピューターの能力
を拡張しつつ、将来の量子コンピューターの潜在能力を最大限に引き出すための新しい
アプローチが求められています。計算問題の規模や複雑さを事前に軽減する「圧縮」技
術は、この文脈において極めて重要となります。

主要内容：QMatterの量子圧縮プラットフォーム

QMatterは、この課題に対し、量子力学の原理を応用した独自の量子圧縮プラットフォ
ームを開発しています。この技術は、量子ビットのもつ重ね合わせや絡み合いといった
特性を利用することで、従来の古典的な手法では困難だった大規模な計算問題のデータ
表現を効率化し、そのサイズと複雑さを大幅に削減します。これにより、同じ計算タス
クでも、より少ない計算リソースで、あるいはより短時間で処理することが可能になり
ます。プレシードラウンドで120万ドルを調達したこの資金は、プラットフォームの技
術開発の加速と、市場への展開を目的としています。

影響と展望：ライフサイエンス分野への貢献と普遍的応用

QMatterは、その技術の最初の主要な応用分野としてライフサイエンス市場を標的にし
ています。製薬会社やバイオテクノロジー企業との連携を通じて、新薬開発、タンパク
質構造解析、疾病モデリングなどの研究開発プロセスを加速させることを目指していま
す。より効率的なシミュレーションデータの提供は、研究成果の改善に直結します。こ
の量子圧縮プラットフォームは、現在の量子ハードウェアの能力を拡張するだけでな
く、古典アルゴリズムの性能向上にも寄与するため、量子技術がまだ実用化段階に至ら
ない間も、幅広い計算分野で価値を提供できる可能性があります。将来的には、生命科
学以外の多岐にわたる産業分野への応用も期待されており、計算科学全体の効率化に貢
献するでしょう。

元記事: https://evertiq.com/news/2026-05-01-quantum-technology-startup-qmatter-raises-12-million
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Integrated Quantum Technologies、250万ドルの私募増
資を完了し量子対応インフラを強化

概要

Integrated Quantum Technologies (Integrated Cyber Solutions Inc.傘下) は、250万ドル
の私募増資を予定額を超過達成して完了したと発表しました。この資金調達は、同社
に対する投資家の強い信頼を示しています。調達資金は、主に運転資金と継続的なソ

フトウェア開発に充てられる予定です。Integrated Quantumは、量子時代に備えたAI

システムのセキュリティとスケーリングを目的としたインフラ構築に注力しており、
AIQu™プラットフォームやVEIL™などの製品を通じて、エンタープライズ環境における

AIデータとワークフローの保護を目指しています。

公開日 2026年05月01日  StreetInsider  アメリカ



詳細

背景：AI普及と量子脅威による新たなセキュリティリスク

現代社会における人工知能（AI）の普及は目覚ましく、企業や政府機関はAIを様々な業
務プロセスに導入しています。しかし、AIシステムの規模が拡大し、処理するデータが
複雑化するにつれて、セキュリティとスケーラビリティの問題が顕在化しています。さ
らに、将来的に実用化される量子コンピューターが現在の暗号技術を容易に解読する可
能性、いわゆる「量子脅威」は、AIデータやモデルの機密性、完全性に対する深刻なリ
スクとして認識されています。このような背景から、量子コンピューティング時代に耐
えうるセキュリティと、AIシステムのスケーラビリティを両立させるインフラの需要が
高まっています。

主要内容：Integrated Quantum Technologiesの資金調達とソリューション

Integrated Quantum Technologiesは、まさにこの課題に対処するため、約250万ドルの
私募増資を成功裏に完了しました。この資金調達は、同社が発行した5,015,000ユニット
が1ユニットあたり0.50ドルで販売され、当初の目標を50万ドル以上も上回るオーバー
サブスクライブとなりました。この結果は、同社の技術と事業戦略に対する市場の強い
期待を反映しています。同社は、調達した資金を一般的な運転資金と、AIQu™プラット
フォームやVEIL™といった製品を含むソフトウェア開発に投資する計画です。これらの
製品は、企業環境で展開されるAIシステムを、量子脅威を含む新たなセキュリティリス
クから保護し、同時に増大する計算需要と複雑性に対応できるよう設計されています。

影響と展望：量子対応AIインフラの確立へ

Integrated Quantum Technologiesが提供するソリューションは、AIの安全性とスケーラ
ビリティという二つの重要な側面を同時に強化することを目指しています。特に、同社
の独自技術は、ポスト量子セキュリティの課題、高まる計算需要、そしてAIを大規模に
導入する際の複雑性といった、現代の企業が直面する主要な問題に対応します。この資
金調達により、同社は製品開発を加速させ、量子コンピューティングが社会に大きな影
響を与える前に、企業がAIシステムを安全かつ効率的に運用するための基盤を提供でき
るようになるでしょう。これは、AIの広範な採用を促進し、同時に将来のサイバーセキ
ュリティ環境への適応を支援する上で、極めて重要な役割を果たすと期待されます。

元記事:



https://www.streetinsider.com/Newsfile/Integrated+Quantum+Technologies+Announces+Closing+of+Over-

Subscribed+Non-Brokered+Private+Placement+of+Units/26417955.html

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.streetinsider.com/Newsfile/Integrated+Quantum+Technologies+Announces+Closing+of+Over-Subscribed+Non-Brokered+Private+Placement+of+Units/26417955.html
https://www.streetinsider.com/Newsfile/Integrated+Quantum+Technologies+Announces+Closing+of+Over-Subscribed+Non-Brokered+Private+Placement+of+Units/26417955.html


QuSecure、ポスト量子暗号リーダーシップで米国ビジネ
スアワード金賞を受賞

概要

サイバーセキュリティ企業QuSecureが、米国ビジネスアワードでポスト量子暗号
（PQC）リーダーシップ部門の金賞を受賞しました。この受賞は、業界が量子安全な
セキュリティソリューションへの移行を積極的に進める中で達成されたものです。

QuSecureは、将来の量子コンピューターが現在の暗号方式にもたらす潜在的な脅威に
対処するため、暗号的耐性戦略の開発において重要な役割を担っています。この評価
は、同社の革新的な貢献と、PQCの複雑な状況において企業、政府、投資家を導く役

割を強調しています。

公開日 2026年04月30日  The Quantum Insider  アメリカ



詳細

背景：量子コンピューターによる暗号解読の脅威とPQCの台頭

量子コンピューターの進化は、現在のデジタル通信やデータ保護に使用されている主要
な暗号アルゴリズムが、将来的に破られる可能性を指摘しています。この潜在的な脅威
に対抗するため、量子コンピューターでも解読が困難な新しい暗号技術、「ポスト量子
暗号（PQC）」の研究開発と標準化が世界中で急速に進められています。NIST（米国国
立標準技術研究所）がPQCアルゴリズムの標準化を進めるなど、業界全体が「Q-Day」
に備え、PQCへの移行を加速させています。

主要内容：QuSecureのPQC分野におけるリーダーシップ

このような状況下で、サイバーセキュリティ分野の主要企業であるQuSecureは、その
ポスト量子暗号における卓越したリーダーシップが評価され、米国ビジネスアワードで
金賞を受賞しました。QuSecureは、量子コンピューターがもたらす脅威からデジタル
資産を保護するための、耐量子暗号ソリューションの開発と実装において業界を牽引し
ています。同社のソリューションは、企業や政府機関が既存のインフラを量子安全なも
のへと移行するための具体的な戦略とツールを提供し、通信やデータの機密性、完全
性、可用性を維持することを目指しています。

影響と展望：PQC移行の加速とセキュリティの未来

QuSecureの受賞は、PQC技術の重要性がますます高まっていることを明確に示すもので
す。企業や政府は、将来的な量子攻撃のリスクに備え、PQCソリューションの導入を急
務としています。これには、現在の暗号インフラの評価、PQCアルゴリズムへの移行計
画の策定、そして新たなセキュリティプロトコルの実装が含まれます。QuSecureのよ
うな企業の活躍は、この複雑な移行プロセスを支援し、デジタル社会全体のセキュリテ
ィレジリエンスを高める上で不可欠です。今後、PQCはサイバーセキュリティの新たな
標準となり、全てのデジタルシステムに組み込まれていくことが予想されます。この動
きは、デジタル経済の成長と信頼性の確保に貢献するとともに、量子コンピューティン
グ時代における情報保護の新たなパラダイムを築き上げることになるでしょう。

元記事: https://drbobsutor.substack.com/p/daily-quantum-update-for-thursday-b68

https://drbobsutor.substack.com/p/daily-quantum-update-for-thursday-b68
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EntrustとIBMが提携、企業の量子安全なセキュリティへ
の移行を支援

概要

信頼性の高いアイデンティティ、決済、データ保護のグローバルリーダーである
Entrustが、IBMとの重要な提携を発表しました。このパートナーシップは、将来の量
子コンピューティングによる脅威に備え、企業が暗号セキュリティを最新化し、量子

安全なソリューションへの円滑な移行を支援することを目的としています。この取り
組みは、機密データとデジタルインフラを量子コンピューターの高度な復号能力から
保護しようとする組織にとって極めて重要です。両社の専門知識を組み合わせること

で、企業は包括的なツールとサービスを利用できるようになります。

公開日 2026年04月30日  The Quantum Insider  アメリカ



詳細

背景：高まる量子脅威と企業のセキュリティ課題

量子コンピューターの発展は、現在の公開鍵暗号システムに壊滅的な影響を与える可能
性があり、企業や政府機関は、その到来に先立って「ポスト量子暗号（PQC）」への移
行準備を進める必要に迫られています。従来の暗号技術は、未来の量子コンピューター
によって容易に破られる危険性があるため、機密データ、知的財産、国家インフラなど
を保護するための抜本的な対策が急務となっています。しかし、既存の複雑なITインフ
ラ全体を量子安全な暗号へと移行させることは、技術的、運用的、そして戦略的に大き
な課題を伴います。

主要内容：EntrustとIBMの戦略的協力

このような背景のもと、デジタルセキュリティの専門企業であるEntrustと、量子コンピ
ューティングおよびエンタープライズソリューションのリーダーであるIBMは、企業の
暗号セキュリティ体制を現代化し、量子安全な環境への円滑な移行を支援するための戦
略的提携を発表しました。このコラボレーションでは、Entrustが持つ信頼性の高いアイ
デンティティ管理、データ保護、決済ソリューションの専門知識と、IBMが長年にわた
って培ってきた量子安全な暗号技術および大規模エンタープライズシステムへの実装経
験が融合されます。具体的には、ハイブリッドクラウド環境におけるPQCの導入、鍵管
理システムの強化、および新たなセキュリティプロトコルの開発などが含まれると予想
されます。

影響と展望：包括的な量子安全ソリューションの提供

EntrustとIBMの提携は、企業が量子脅威に効果的に対処するための包括的なソリューシ
ョンとサービスを提供することを可能にします。これにより、企業は既存のシステムと
ワークフローを維持しつつ、段階的かつセキュアにPQCへと移行できるようになりま
す。この取り組みは、単に技術的なアップグレードに留まらず、組織全体のセキュリテ
ィ戦略を見直し、将来にわたってデータ保護を確実にするための重要なステップとなり
ます。両社の連携は、業界全体におけるポスト量子セキュリティへの意識を高め、企業
が予測される脅威に対して能動的に防御を構築する上で、強力な推進力となるでしょ
う。結果として、より安全でレジリエントなデジタルエコシステムの構築に貢献するこ
とが期待されます。



元記事: https://drbobsutor.substack.com/p/daily-quantum-update-for-thursday-b68

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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OIST発スタートアップQubitcore、イオントラップ量子コ
ンピューティング開発へ15.3億円を調達

概要

沖縄科学技術大学院大学（OIST）発のスタートアップQubitcore Inc.は、シードラウン
ドで15.3億円（約960万米ドル）の資金調達に成功しました。この資金は、SBIインベ
ストメントが主導し、12社の投資家が参加し、Qubitcoreが開発する分散型イオントラ

ップ量子コンピューティングアーキテクチャの研究開発を加速させます。同社の技術
の核となるのは、マイクロ光共振器を用いた効率的な量子ビット-光子相互作用を実現
するフォトニックインターコネクトです。Qubitcoreは、2026年にクラウドアクセス可

能なプロトタイプをローンチし、2028年には誤り訂正機能を備えた早期耐障害性量子
コンピューター、2029年には複数QPUを光で接続する第2世代システムを計画してい
ます。

公開日 2026年04月27日  MEXC News (Globalfintechseries)  日本



詳細

背景：イオントラップ量子コンピューターのスケーラビリティ課題

イオントラップ方式の量子コンピューターは、量子ビットの忠実度が高く、長時間のコ
ヒーレンス維持が可能であるため、初期の量子コンピューター開発において有望視され
てきました。しかし、そのスケーラビリティ、すなわち量子ビット数を大規模に増やす
ことが技術的な課題となっています。特に、多くのイオン量子ビットを個別に制御し、
かつ量子状態を効率的に転送・連携させることは、複雑な光学システムや電子回路を必
要とし、システム構築のボトルネックとなっていました。この課題を解決するために
は、量子ビット間の効率的な相互接続技術が不可欠とされています。

主要内容：Qubitcoreの分散型アーキテクチャと資金調達

沖縄科学技術大学院大学（OIST）発のスタートアップであるQubitcore Inc.は、このス
ケーラビリティ課題を克服するために、分散型イオントラップ量子コンピューティング
アーキテクチャの開発を進めています。同社は、SBIインベストメントをリードインベ
スターとするシードラウンドで、総額15.3億円（約960万米ドル）の資金調達に成功し
ました。この大規模な資金は、同社の研究開発を加速させる重要な原動力となります。
Qubitcoreの技術的な特徴は、マイクロ光共振器を利用した独自のフォトニックインタ
ーコネクトインターフェースです。これにより、量子ビットと光子（フォトン）の相互
作用を効率化し、複数の量子プロセッシングユニット（QPU）間での量子情報の高速か
つ高忠実度な転送を実現します。



影響と展望：量子インターネットに向けたロードマップ

Qubitcoreは、この技術を基盤とした具体的なロードマップを提示しています。まず、
2026年にはクラウドからアクセス可能なプロトタイプ量子コンピューターの提供を目指
します。続いて、2028年には誤り訂正機能を備えた小規模な耐障害性量子コンピュータ
ー（Early-FTQC）を開発する計画です。そして、2029年には、複数のQPUを光によって
接続する第2世代システムを構築することで、スケーラビリティをさらに向上させま
す。長期的には、同社の高精度QPU技術を量子リピーターシステムに応用し、長距離量
子ネットワーク、すなわち量子インターネットの実現に貢献することも視野に入れてい
ます。このような分散型アーキテクチャは、将来的に数百万量子ビット規模の量子コン
ピューターを実現するための有望なアプローチの一つであり、量子コンピューティング
の商業化と社会実装を大きく前進させる可能性を秘めています。

元記事: #

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



IQM、TOYO Corporationと提携し日本初の企業向け量子
コンピューターを導入

概要

IQM Quantum Computersは、TOYO Corporationが同社のフルスタック20量子ビット量
子コンピューター「Radiance」を購入したと発表しました。これは、日本企業として
初の量子システム導入となります。このシステムは2026年末までにTOYO Corporation

に導入され、オンプレミスおよびクラウド環境を通じて利用可能になる予定です。本
プロジェクトは、日本の量子技術に関する国家目標、特に2030年までに国内量子技術
ユーザー1,000万人達成と量子関連生産額50兆円創出に貢献することを目指していま

す。また、量子戦略を推進するための技術人材の育成も重要な焦点となります。

公開日 2026年04月27日  IQM Quantum Computers  日本



詳細

背景：日本の量子技術戦略と企業ニーズ

日本は、量子技術を国家戦略の柱の一つと位置づけ、2030年までに量子技術の国内ユー
ザーを1,000万人、量子関連生産額を50兆円に引き上げるという野心的な目標を掲げて
います。この目標達成には、研究開発の加速だけでなく、産業界への量子コンピュータ
ーの普及と実用化が不可欠です。しかし、高価で専門知識を要する量子コンピューター
の導入は、多くの企業にとって大きなハードルとなっています。そのため、量子技術プ
ロバイダーと国内企業間の連携が強く求められています。

主要内容：IQMとTOYO Corporationによる協業

この状況下で、フィンランドの量子コンピューター開発企業IQM Quantum Computers

は、TOYO Corporationが同社のフルスタック20量子ビット量子コンピューター
「Radiance」を導入すると発表しました。これは、日本企業が導入する初の企業向け量
子システムとなります。Radianceシステムは、超伝導量子ビットをベースとしたゲート
方式の量子コンピューターであり、幅広い量子アルゴリズムの実行が可能です。2026年
末までにTOYO Corporationに設置され、オンプレミス環境での利用に加え、クラウドサ
ービスとしても提供される予定です。これにより、日本の企業や研究者は、最先端の量
子コンピューティングリソースにアクセスし、具体的なユースケースの開発や高性能計
算（HPC）インフラとの統合を進めることが可能になります。

影響と展望：日本の量子エコシステム強化と人材育成

このIQMとTOYO Corporationの提携は、日本の量子エコシステムを強化する上で重要な
マイルストーンとなります。企業が実際に量子コンピューターを利用できるようになる
ことで、これまで理論段階にあった量子アプリケーションの実証や開発が加速し、新た
なビジネスチャンスが生まれることが期待されます。また、システムを運用・活用する
ための専門的な技術人材の育成も重要な側面です。TOYO Corporationは、このシステム
を通じて日本の産業界と研究コミュニティを支援し、量子コンピューティングの理解と
応用を深めるためのプラットフォームを提供することで、日本の量子戦略の推進に大き
く貢献するでしょう。この取り組みは、日本の量子技術が国際競争力を高め、将来のデ
ジタル社会において中心的な役割を果たすための基盤を築くものとなります。

元記事: https://meetiqm.com/press-releases/first-enterprise-quantum-computer-purchase-in-japan-

https://meetiqm.com/press-releases/first-enterprise-quantum-computer-purchase-in-japan-iqm-to-deploy-system-to-toyo-corporation/


iqm-to-deploy-system-to-toyo-corporation/
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量子コンピューティングエコシステムの現状：ハードウェ
ア、ソフトウェア、セキュリティの包括的分析

概要

量子コンピューティング分野は、投機的な研究段階から具体的なマイルストーンを持
つ商業産業へと進化しました。2025年には42億ドルのベンチャー投資が集まり、NIST

によるポスト量子暗号標準が最終決定されました。IonQは、上場量子企業として初め

て年間1億ドル以上の収益を達成しました。このレポートは、ハードウェア、ソフトウ
ェア、量子誤り訂正、ネットワーキング、セキュリティを含む7つのサブセクターにわ
たる41社の企業を市場マップで分類しています。また、Quantinuumが2025年9月に

100億ドルの評価額で6億ドルを調達し、H-Seriesプロセッサに基づく次世代Heliosシス
テムを開発していることも言及されています。

公開日 2026年04月25日  MLQ.ai  グローバル



詳細

背景：量子コンピューティング市場の成熟と成長

かつてはSFの世界の出来事と考えられていた量子コンピューティングは、ここ数年で劇
的な進歩を遂げ、具体的な技術ロードマップと商業的なマイルストーンを持つ真の産業
へと変貌しました。単なる理論的な研究を超え、ハードウェア、ソフトウェア、アルゴ
リズム、そしてセキュリティといった多岐にわたるエコシステムが形成されつつありま
す。特に2025年は、この分野にとって転換点となり、大規模なベンチャー投資が流入
し、政府機関による標準化も進むなど、実用化に向けた動きが加速しています。

主要内容：エコシステムを構成する要素と主要プレイヤー

この包括的なレポートは、量子コンピューティングのエコシステムを詳細に分析し、そ
の主要な要素を以下の7つのサブセクターに分類しています。

ハードウェア: トラップドイオン（IonQ）、超伝導（Rigetti、IBM、Google、
IQM）、量子アニーリング（D-Wave）、中性原子（Infleqtion、QuEra）、フォトニ
ック（Quantum Computing Inc）など、様々な量子ビット方式が並存し、それぞれが
独自の強みと課題を持っています。Google Quantum AIのWillowプロセッサ（105量
子ビット超伝導チップ）は、2024年12月に閾値以下の誤り訂正を実証し、大きな進
展を見せました。

ソフトウェア: 量子アルゴリズムの開発、量子プログラミング言語、コンパイラ、シ
ミュレーターなどが含まれます。

量子誤り訂正（QEC）: 量子ビットの脆弱性に対処し、安定した計算を可能にするた
めの技術であり、実用的な量子コンピューターには不可欠です。

ネットワーキング: 量子通信や量子インターネットの基盤となる技術で、量子情報の
長距離伝送を可能にします。

セキュリティ: ポスト量子暗号（PQC）の開発と導入が含まれ、既存の暗号システム
が量子コンピューターによって破られる脅威に対処します。2025年のNISTによる
PQC標準の最終決定は、この分野の重要な進展です。

中間インフラ: 量子ハードウェアとソフトウェアを繋ぐインターフェース、クラウド
プラットフォームなどが該当します。

応用分野: 製薬、金融、材料科学、最適化など、量子コンピューターが応用される具
体的な産業領域です。



市場マップでは、これらのサブセクターにわたる41社の主要企業が特定されています。
特に注目すべきは、IonQが上場量子企業として初めて年間1億ドル以上の収益を達成し
たことです。また、Quantinuumは2025年9月に100億ドルの評価額で6億ドルもの資金
を調達し、業界をリードするH-Seriesトラップドイオンプロセッサを基盤とする次世代
Heliosシステムの開発を進めています。

影響と展望：投資と実用化の加速

2025年にベンチャー投資が42億ドルに達したことは、量子コンピューティング技術に対
する投資家の強い信頼と期待を反映しています。NISTによるPQC標準の最終決定は、企
業や政府機関が量子安全なソリューションへの移行を具体的に計画し始める上で重要な
指針となります。今後も、ハードウェア性能の向上、ソフトウェアエコシステムの成
熟、そして誤り訂正技術の進展が、量子コンピューティングの実用化をさらに加速させ
るでしょう。このエコシステムの多様性と成長は、様々な産業分野における革新的なソ
リューションの登場を予感させ、社会全体に大きな影響を与えることが期待されます。

元記事: https://mlq.ai/research/the-quantum-computing-ecosystem-hardware-software-security-

infrastructure/
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量子コンピューティングの完全な歴史：最近のブレークス
ルーとグローバルな競争

概要

この記事は、量子コンピューティングの歴史を辿り、特にこの分野を前進させた最近
のブレークスルーに焦点を当てています。2025年は、実用規模の量子コンピューティ
ング達成に向けて量子誤り訂正（QEC）が普遍的な優先事項となった画期的な年とし

て記されています。日本では2025年に公共の量子投資を約80億ドルに大幅に増額し、
国家戦略的関心の高まりを示しました。また、Googleの105量子ビットWillow超伝導
量子プロセッサが2024年12月に閾値以下の量子誤り訂正を実証したことも特筆されて

います。2025年10月に開発された「Quantum Echoes」アルゴリズムは、検証可能な
最初の量子優位性主張となりました。

公開日 2026年04月26日  The Quantum Insider  グローバル



詳細

背景：量子コンピューティングの萌芽から実用化への道のり

量子コンピューティングの概念は、1980年代にリチャード・ファインマンが提案した量
子シミュレーションのアイデアに端を発します。それ以来、理論的な進展と実験的な検
証が地道に進められてきましたが、特に21世紀に入ってからは、ハードウェア技術の急
速な進化により、その実用化が現実味を帯びてきました。この歴史の中で、量子ビット
の安定性、スケーラビリティ、そして誤り訂正といった根本的な課題が常に開発の中心
にありました。近年、これらの課題に対する具体的な解決策が見出され始め、量子コン
ピューティングは新たなフェーズへと突入しています。

主要内容：2025年を転換点とした技術的マイルストーン

記事は、2025年を量子コンピューティングにとって極めて重要な転換点として強調して
います。この年、実用規模の量子コンピューティングを実現するための鍵である量子誤
り訂正（QEC）が、研究開発における普遍的な最優先事項として認識されるようになり
ました。QECは、量子ビットが外部ノイズによって誤った状態になるのを防ぎ、安定し
た計算を可能にするための技術です。この流れの中で、以下の重要な進展が挙げられて
います。

日本の大規模投資: 日本は、量子技術に対する国家的な戦略的関心を強く示し、2025

年には公共の量子投資を約80億ドル（約1兆円超）に大幅に増額しました。これは、
量子技術を国家の競争力強化の柱と位置づける日本の強い意志の表れです。

Google WillowプロセッサのQEC実証: Googleは、105量子ビット超伝導量子プロセ
ッサ「Willow」を用いて、2024年12月に閾値以下の量子誤り訂正を実証しました。
これは、物理量子ビットを増やすことで論理量子ビットのエラー率を着実に低減でき
ることを示す画期的な成果です。

「Quantum Echoes」アルゴリズムの登場: 2025年10月には、「Quantum Echoes」
と呼ばれる新しいアルゴリズムが開発され、これが「検証可能な最初の量子優位性主
張」として記録されました。量子優位性とは、特定の計算タスクにおいて、量子コン
ピューターが既存の最速の古典コンピューターを凌駕する性能を示すことを指しま
す。



影響と展望：実用化への加速とグローバル競争

これらの技術的進展は、量子コンピューティングが研究段階から実用化段階へと移行し
つつあることを明確に示しています。特にQECの進展は、より大規模で信頼性の高い量
子コンピューターの実現を加速させます。日本を含む各国の政府や企業は、この技術革
新の波に乗り遅れまいと、巨額の投資を行い、研究開発を推進しています。量子優位性
の実証は、量子コンピューターの可能性を広く知らしめ、さらなる技術競争と投資を呼
び込むでしょう。今後は、個々の技術的ブレークスルーが、いかに社会実装に繋がる具
体的なアプリケーションへと発展していくかが焦点となります。量子コンピューティン
グは、その歴史の新たなページを開き、人類社会に前例のない変革をもたらす可能性を
秘めています。

元記事: https://quantumzeitgeist.com/a-complete-history-of-quantum-computing/

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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量子コンピューティングの商業化の歴史：1999年から
2026年までの主要な進展

概要

この記事は、1999年から2026年までの量子コンピューティングの商業的な進化を詳細
に記述しています。D-Waveの超伝導システム向けオンチップ極低温制御の実証や、
IBMが2026年末までに量子優位性を示すことを目指す「Nighthawk」チップを含むロー

ドマップが紹介されています。Microsoftはトポロジカル量子ビットを追求しており、
2025年2月に初の物理製品「Majorana 1」を発表しました。また、中性原子システムが
急速に進展し、2025年にはQuEraが96論理量子ビットと3,000量子ビットアレイの2時

間連続稼働を達成したことも注目されています。

公開日 2026年04月27日  TQD (The Quantum Daily)  グローバル



詳細

背景：量子コンピューティングの商用化への挑戦

量子コンピューティングは、1990年代後半から2000年代初頭にかけて、一部の研究機
関での実験的なデモンストレーションから、徐々に商業的な関心を集め始めました。当
初は基礎研究が中心でしたが、特定の計算問題を古典コンピューターよりも効率的に解
ける可能性が示唆されるにつれて、企業からの投資と開発競争が激化しました。商用化
の道のりは、量子ビットのスケーラビリティ、安定性、そして誤り訂正といった技術的
課題の解決と密接に関連しており、多様な技術アプローチが並行して追求されてきまし
た。

主要内容：主要企業の技術開発と商用化マイルストーン

D-Waveの進化: 量子アニーリングを専門とするD-Waveは、超伝導システム向けのオ
ンチップ極低温制御を実証し、超伝導量子ビットの配線を簡素化する進歩を見せまし
た。これは、量子アニーリングの商用展開において、より大規模なシステム構築に向
けた重要な一歩です。

IBMのロードマップ: 超伝導量子コンピューターの分野をリードするIBMは、積極的
なロードマップを公開しています。2025年の「Nighthawk」チップは、2026年末ま
でに初の検証可能な量子優位性を示すことを目標としており、これにより量子コンピ
ューターの実用的な価値が広く認識されることが期待されています。

Microsoftのトポロジカル量子ビット: Microsoftは、その堅牢性から将来性が期待さ
れるトポロジカル量子ビットの長期的な研究開発に注力してきました。2025年2月に
は、同社初の物理製品となる「Majorana 1」チップを発表し、トポロジカル量子ビッ
トの実装に向けた具体的な進展を示しました。

中性原子システムの新興: 近年、中性原子システムが量子コンピューターの新たな有
力なアプローチとして台頭しています。2025年までには、この方式が論理量子ビッ
ト数の増加において目覚ましい成果を上げており、QuEraは96論理量子ビットの構築
と、3,000量子ビットアレイの2時間連続稼働という画期的なデモンストレーションを
達成しました。



影響と展望：多様な技術と競争激化する市場

量子コンピューティングの商業史は、単一の技術アプローチが市場を独占するのではな
く、超伝導、イオントラップ、量子アニーリング、中性原子、フォトニックといった多
様な量子ビット方式がそれぞれに進化を遂げ、競争している現状を示しています。各企
業は、自社の技術が持つ特長を活かし、特定のアプリケーションや市場ニーズに対応す
ることで商用化を加速しています。2026年までの進展は、量子コンピューターがもはや
研究室の領域にとどまらず、実際の産業やビジネスに応用される段階へと移行しつつあ
ることを明確に示しています。今後も、各技術アプローチの強みがさらに引き出され、
それぞれの分野で実用的な価値を生み出すための競争と協力が進むでしょう。

元記事: https://quantumzeitgeist.com/commercial-history-of-quantum-computing/

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantumzeitgeist.com/commercial-history-of-quantum-computing/


量子コンピューティング市場の包括的投資展望：2026年4
月

概要

2026年4月時点での量子コンピューティング分野に関する詳細な投資展望レポートで
す。トラップドイオンシステム（IonQ）と超伝導システム（Rigetti、IBM、Google、
IQM）の主要なハードウェアモダリティを比較しています。また、最適化問題向けの

量子アニーリング（D-Wave）、スケーラブルな中性原子システム（Infleqtion、
QuEra）、初期段階のフォトニック量子コンピューター（Quantum Computing Inc）に
ついても触れています。IonQは純粋な量子企業の中で収益リーダーとして位置付けら

れ、年間GAAP収益1億ドルを突破したとされており、同社の買収戦略も紹介されてい
ます。

公開日 2026年04月24日  YIAZOU  グローバル



詳細

背景：量子コンピューティング市場の多様性と投資の動機

量子コンピューティングは、理論物理学の領域から投資対象としての現実的な市場へと
急速に進化しています。この市場は、単一の技術が支配するのではなく、様々な量子ビ
ットの物理的実装方法が並存し、それぞれが異なる強みと弱みを持っています。投資家
は、これらの技術的差異を理解し、どのモダリティが将来的に最もスケーラブルで、実
用的かつ経済的に実行可能であるかを判断する必要があります。この投資展望は、主要
なハードウェアモダリティに焦点を当て、その現状と将来性について分析しています。

主要内容：主要なハードウェアモダリティと市場動向

量子コンピューティングのハードウェアは、主に以下の5つの異なるモダリティに分類
され、それぞれが異なる技術的アプローチと応用可能性を持っています。

トラップドイオンシステム（例: IonQ）: 高い量子ビット忠実度と比較的長いコヒー
レンス時間を特徴とし、室温での動作可能性も探られています。制御が精密である反
面、量子ビット数のスケーリングに課題があります。

超伝導システム（例: Rigetti, IBM, Google, IQM）: 高速な量子ゲート操作が可能で
すが、極低温環境での動作が必要であり、冷却装置の複雑さや配線の問題がスケーリ
ングの障壁となることがあります。

量子アニーリング（例: D-Wave）: 特定の最適化問題に特化しており、組合せ最適化
や材料科学のシミュレーションなどに強みを発揮します。ゲート方式の汎用量子コン
ピューターとは異なるアプローチです。

中性原子システム（例: Infleqtion, QuEra）: 高いスケーラビリティと長時間のコヒ
ーレンス時間を持つことが期待されており、近年急速に発展しているモダリティの一
つです。数千の量子ビットアレイのデモンストレーションも報告されています。

フォトニック量子コンピューター（例: Quantum Computing Inc）: 光子を利用する
ため、室温での動作や既存の光通信技術との親和性が高いですが、量子ビットの生成
と制御にまだ技術的課題があります。



市場においては、IonQが純粋な量子コンピューティング企業の中で収益リーダーとして
の地位を確立しており、年間GAAP収益が1億ドルを超えたと報告されています。また、
IonQは、量子チップIPを持つOxford Ionicsの買収や、衛星量子ネットワーク企業Capella
Spaceの買収など、量子ネットワークソリューションへの拡大と業界の統合戦略を推進
している点も注目されています。

影響と展望：多様な投資機会と業界の統合・拡大

この多様な技術的アプローチと市場動向は、投資家にとって複数の投資機会を提供して
います。各モダリティの技術的成熟度、スケーラビリティ、そして特定のニッチ市場へ
の適合性を評価することが重要です。IonQの収益成長と戦略的買収は、量子コンピュー
ティングが単なる研究開発段階から、具体的な商業的価値を生み出す段階へと移行しつ
つあることを示しています。今後、技術のさらなる進展に伴い、業界内でのM&Aや提
携が加速し、量子コンピューティングの応用分野はさらに拡大していくと予想されま
す。投資家は、長期的な視点とリスク管理のバランスを取りながら、この革新的な分野
の成長機会を捉えることが求められます。

元記事: https://yianisz.substack.com/p/quantum-computing-sector-outlook

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://yianisz.substack.com/p/quantum-computing-sector-outlook


IonQの成長と損失の評価：目標株価、EPS、長期的なリス
クとリターン分析

概要

台湾の金融ニュース記事は、IonQの持続的な成長と並行して発生する損失というパラ
ドックスを分析しています。アナリストは最大100ドルの楽観的な目標株価を設定して
いますが、2026年の推定EPSは依然としてマイナスであり、市場が現在の収益性より

も将来の成長潜在力を評価していることを示しています。IonQの2つの物理的に分離
された量子システムの相互接続成功や、Horizon Quantumとの256量子ビット量子コン
ピューター購入契約が市場の関心を高めています。IonQの核となるビジネスは、主要

クラウドプラットフォームと自社APIを通じて量子システムへのアクセスを提供する
Quantum Computing as a Service（QCaaS）です。

公開日 2026年04月21日  Cmoney.tw  台湾



詳細

背景：成長企業における「高成長・高損失」の課題

技術革新が急速に進む産業分野、特に黎明期にある量子コンピューティングのような分
野では、企業は将来の市場をリードするために研究開発とインフラ投資に多額の資金を
投入します。このため、売上高が急速に成長しているにもかかわらず、利益面では損失
が続くという「高成長・高損失」の財務状態を示すことが一般的です。投資家は、この
ような企業を評価する際、現在の財務指標だけでなく、将来の市場規模、技術的優位
性、商業化の可能性などを考慮する必要があります。

主要内容：IonQの財務状況と市場評価

IonQは、量子コンピューティング分野における主要プレイヤーの一つとして、急速な技
術的進展と市場からの注目を集めています。アナリストは、同社の将来性を高く評価
し、最大100ドルという非常に楽観的な目標株価を設定しています。しかし、その一方
で、2026年の推定一株当たり利益（EPS）は依然としてマイナス圏にあり、これはIonQ

が現在も多額の投資を続けていることを示しています。この状況は、市場がIonQの現在
の収益性よりも、将来的な技術の成熟と市場シェア獲得による成長潜在力に強く期待し
ていることを反映しています。

市場の関心を牽引している主要なイベントとしては、以下の点が挙げられます。

量子ネットワークの基盤構築: IonQが2つの物理的に分離された量子システムを相互
接続することに成功したことは、量子ネットワーク構築に向けた重要な一歩と見なさ
れています。これは、将来的に複数の量子プロセッサを連携させ、より大規模な計算
能力を実現するための基盤となります。

戦略的パートナーシップ: Horizon Quantumとの間で、256量子ビット量子コンピュ
ーターの購入に関する戦略的合意が締結されたことも、IonQの技術が市場から評価
され、具体的な商業契約につながっていることを示しています。

QCaaSビジネスモデル: IonQの主要ビジネスモデルは、Quantum Computing as a

Service (QCaaS) です。同社は、主要なクラウドプラットフォーム（AWS、Azure、
Google Cloud）と独自のAPIを通じて量子システムへのアクセスを提供しており、こ
の分野における唯一のプロバイダーとして安定した成長ドライバーとなっています。



影響と展望：投資家への示唆と長期的なリスク・リターン

この記事は、IonQへの投資を検討する投資家に対し、現在の株価にどの程度の将来の成
長が織り込まれているか、そして現在の評価が正当であるかを慎重に評価するよう促し
ています。量子コンピューティング業界全体のリスク要因としては、技術の成熟のタイ
ミング、ビジネスモデルの持続可能性、そして高額な資本投資が必要とされる中での市
場センチメントや資金調達環境の影響が挙げられます。投資家は、IonQが物理量子ビッ
ト数のスケーリング、クラウドプラットフォームとの連携拡大、および全体の市場セン
チメントにおいてどのように進捗するかを注意深く監視し、技術的ブレークスルーと市
場評価のバランスを評価する必要があります。量子コンピューティングは大きなリター
ンをもたらす可能性がありますが、それに伴うリスクも高いため、長期的な視点での慎
重なアプローチが求められます。

元記事: https://readmo.cmoney.tw/article/d64973aa-d1bd-4986-8b26-52087ca9cc96

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://readmo.cmoney.tw/article/d64973aa-d1bd-4986-8b26-52087ca9cc96


世界の量子コンピューティング公開企業リスト：2026年4
月更新

概要

2026年4月25日に更新されたこのリストは、量子コンピューティング分野に携わる世
界各国の公開企業を紹介しています。リストには、東京に本社を置き、台湾、韓国、
シンガポールにも事業を展開する多国籍企業JSR Corporationが、量子材料分野での潜

在的な関与とともに挙げられています。また、BTQはミッションクリティカルなネッ
トワークを保護するポスト量子インフラを開発し、ブロックチェーンアプリケーショ
ン向けの量子安全な製品に注力しています。Quantum Computing Inc. (QCi)は、実世界

ビジネスソリューションを加速する量子ハードウェアおよびソフトウェア企業として
紹介され、Infleqtionは中性原子量子コンピューター、Integrated Quantum

TechnologiesはAIシステムのセキュリティとスケーリングのための量子対応インフラを

構築しています。

公開日 2026年04月25日  Quantum Computing Report  グローバル



詳細

背景：量子技術の商業化と公開企業市場の形成

量子コンピューティングは、研究開発段階から具体的な商業化のフェーズへと移行しつ
つあり、その過程で多くのスタートアップ企業が誕生し、中には公開市場に上場する企
業も現れました。これらの公開企業は、量子技術の開発、ハードウェア製造、ソフトウ
ェアソリューション提供、そして量子安全なセキュリティ対策といった、多様な側面か
ら量子エコシステムの構築に貢献しています。投資家や業界関係者にとって、これらの
企業の動向を把握することは、量子コンピューティング市場全体の理解を深める上で不
可欠です。

主要内容：主要な公開量子コンピューティング関連企業

2026年4月25日に更新された公開企業のリストには、世界中の量子コンピューティング
分野における主要なプレイヤーが名を連ねています。以下にその一部を紹介します。

JSR Corporation: 東京に本社を置くこの多国籍企業は、日本だけでなく台湾、韓
国、シンガポールにも事業を展開しており、量子コンピューティングに必要な高性能
材料の開発など、量子材料分野で重要な役割を果たす可能性があります。量子技術の
進展には、基盤となる材料科学のイノベーションが不可欠です。

BTQ: ポスト量子時代のセキュリティに焦点を当てている企業です。ミッションクリ
ティカルなネットワークを量子攻撃から保護するためのインフラを開発しており、特
にブロックチェーンアプリケーション向けの量子安全な製品に力を入れています。

Quantum Computing Inc. (QCi): 量子ハードウェアとソフトウェアの両方を提供す
る企業であり、実世界におけるビジネス課題を量子技術で解決することを目指してい
ます。最適化、シミュレーション、機械学習など、様々な応用分野でのソリューショ
ン開発に取り組んでいます。

Infleqtion: 中性原子を利用した量子コンピューターの開発を手掛けています。中性
原子方式は、高いスケーラビリティと比較的長いコヒーレンス時間を特徴とし、将来
の大規模量子コンピューターの有望な候補の一つです。

Integrated Quantum Technologies (Integrated Cyber Solutions Inc.傘下): 人工知
能（AI）システムのセキュリティとスケーリングを目的とした「量子対応インフラ」
の構築に取り組んでいます。量子コンピューターがもたらす脅威と増大する計算需要
の両方に対処するソリューションを提供しています。



影響と展望：グローバルな量子エコシステムの発展

これらの公開企業の存在は、量子コンピューティングが単なる学術研究から、具体的な
製品やサービスを提供する商業産業へと確実に移行していることを示しています。各企
業は、独自の技術や専門知識を活かし、ハードウェア、ソフトウェア、セキュリティ、
材料といった量子エコシステムの様々な側面を構築しています。特に、JSR Corporation
のような材料科学分野の企業の参入は、量子コンピューターの性能向上に不可欠な基盤
技術の重要性を示唆しています。今後、これらの企業の競争と協業が、量子コンピュー
ティング技術のさらなる革新を促し、グローバルな量子エコシステムの発展を加速させ
ると期待されます。また、ポスト量子暗号関連企業の活動は、量子時代におけるサイバ
ーセキュリティの新たな標準を確立する上で不可欠な役割を果たすでしょう。

元記事: https://quantumcomputingreport.com/public-companies/

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantumcomputingreport.com/public-companies/


トポロジカル量子ビット誤り訂正：2026年の特許と文献
の動向

概要

本レポートは、2026年におけるトポロジカル量子ビット誤り訂正（QEC）に関する特
許と文献の包括的な概要を提供しています。トポロジカルQECは、量子情報を物理シ
ステムの全体的な、トポロジーに依存する特性に符号化することで、論理量子ビット

を局所的なノイズに対して本質的に耐性を持たせる手法として注目されています。表
面コードは、超伝導ハードウェアでの耐障害性量子コンピューティングの有望な候補
とされ、約0.75〜1.0%のゲートあたりエラー率まで許容できるとされています。ま

た、一定の量子ビットオーバーヘッドで誤り訂正を約束する量子低密度パリティチェ
ック（LDPC）コードも議論されています。Microsoft Technology Licensingは、マヨラ
ナ量子ビット融合およびベンチマークに関連する複数の特許を保有しており、この分

野への注力を示しています。

公開日 2026年05月01日  PatSnap Eureka  イギリス



詳細

背景：量子誤り訂正の重要性とトポロジカルアプローチ

量子コンピューターの最も大きな課題の一つは、量子ビットが外部からのノイズ（環境
との相互作用）によってその繊細な量子状態を失う「デコヒーレンス」です。これによ
り計算中にエラーが発生し、大規模な計算の信頼性が損なわれます。この問題を解決す
るために不可欠なのが「量子誤り訂正（QEC）」技術です。QECには様々なアプローチ
がありますが、中でもトポロジカル量子ビット誤り訂正は、量子情報を物理システム全
体の幾何学的特性（トポロジー）に符号化することで、局所的なノイズに対して本質的
に堅牢な論理量子ビットを構築できる可能性を秘めているため、特に注目を集めていま
す。

主要内容：表面コードとLDPCコードの進展

このレポートでは、2026年時点でのトポロジカルQECに関する特許および文献の状況を
詳細に分析しています。

表面コード（Surface Code）: 耐障害性量子コンピューティングを実現するための有
力な近未来の候補として、特に超伝導量子ビットハードウェアでの適用が期待されて
います。表面コードは、およそ0.75〜1.0%のゲートあたりエラー率まで許容できる堅
牢性を持ち、隣接量子ビット間の相互作用のみで実装可能であるため、物理的な実装
の点で比較的有利です。

量子低密度パリティチェック（LDPC）コード: 表面コードと比較して、より少ない物
理量子ビットで論理量子ビットを構築できる「一定の量子ビットオーバーヘッド」を
約束する点で、非常に魅力的です。これは、大規模な耐障害性量子コンピューターの
実現に向けたスケーラビリティの課題を大幅に軽減する可能性があります。

また、Microsoft Technology Licensingが、マヨラナ量子ビット（トポロジカル量子ビッ
トの一種）の融合やベンチマークに関する複数の特許を保有していることが指摘されて
います。これは、Microsoftがこの分野に長期的にコミットし、トポロジカル量子コンピ
ューターの実用化を目指していることを示唆しています。



影響と展望：耐障害性量子コンピューターへの道筋

トポロジカルQECの研究と特許取得の加速は、耐障害性量子コンピューターの実現に向
けた重要な進展を示しています。表面コードやLDPCコードのような具体的なQECプロト
コルの進化と、マヨラナ量子ビットのような物理的実装の探索は、量子ビットの安定性
と計算の信頼性を向上させる上で不可欠です。この分野での進展は、量子コンピュータ
ーが現在のNISQ（Noisy Intermediate-Scale Quantum）時代から、真に大規模で有用な
計算を実行できる時代へと移行するための鍵となります。今後、これらの理論的・実験
的進展が、どのように具体的なハードウェア設計やプロトコル実装に統合され、実用的
な耐障害性量子コンピューターの実現を加速させるかが注目されます。

元記事: https://www.patsnap.com/resources/blog/rd-blog/topological-qubit-error-correction-2026-

patsnap-eureka/

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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量子コンテクスチュアリティ：量子誤り訂正の鍵となる
「奇妙さ」

概要

A*STARとシンガポール国立大学（NUS）の物理学者による新しい研究は、量子力学の
奇妙な特性の一つである量子コンテクスチュアリティが、強力な量子コンピューター
に不可欠であることを明らかにしました。この研究は、コンテクスチュアリティが、

量子情報をノイズから保護するために不可欠な誤り訂正コードにおいて中心的な役割
を果たすことを示唆しています。この発見は、量子コンピューターが古典コンピュー
ターを凌駕できる理由についての理解を深めるだけでなく、量子ハードウェア設計に

対する新たな視点を提供します。研究は、サブシステムスタビライザーコードが、少
なくとも2つのゲージ量子ビットを持つ場合にのみコンテクスチュアルであることを見
出しました。

公開日 2026年04月30日  Physics World  イギリス



詳細

背景：量子力学の奇妙さと量子コンピューターの課題

量子力学は、古典物理学の直感に反する「奇妙な」現象に満ちています。その一つが
「量子コンテクスチュアリティ」であり、これは特定の量子測定の結果が、その測定が
行われる他の測定の文脈に依存するという性質です。これまで、このコンテクスチュア
リティは量子系の複雑さや理解の難しさを示すものと見なされることもありました。し
かし、実用的な量子コンピューターの実現には、外部からのノイズによって生じる誤り
を訂正する技術が不可欠です。この誤り訂正コードの効率性が、大規模な量子コンピュ
ーターの性能を大きく左右します。

主要内容：コンテクスチュアリティと誤り訂正コードの深いつながり

シンガポールのA*STARとシンガポール国立大学（NUS）の物理学者による最新の研究
は、この量子コンテクスチュアリティが、強力な量子コンピューターに不可欠な要素で
あることを明らかにしました。彼らの研究結果は、コンテクスチュアリティが、量子情
報をノイズから効果的に保護するための誤り訂正コードの中心的な役割を担っているこ
とを示唆しています。特に、研究チームはサブシステムスタビライザーコードを詳細に
調査し、これらのコードが、少なくとも2つの「ゲージ量子ビット」を持つ場合にのみ
コンテクスチュアルとなることを発見しました。

ゲージ量子ビットは、サブシステムコードにおいて、論理量子ビットを保護するための
補助的な役割を果たす物理量子ビットの一部であり、その存在が量子コンテクスチュア
リティの発生に不可欠であることが示されたのです。この発見は、量子コンピューター
が古典コンピューターでは達成できない計算能力を持つ理由に関する我々の理解を深め
る上で極めて重要です。なぜなら、コンテクスチュアリティは量子計算の非古典的性質
と深く結びついており、それが誤り訂正という実用的な機能に貢献することが示された
からです。



影響と展望：量子ハードウェア設計への新たな指針

この研究結果は、量子コンテクスチュアリティが単なる理論的な奇妙さではなく、実用
的な量子コンピューターの設計と構築において不可欠な「機能」であることを明確に示
しています。これは、将来の量子ハードウェアの設計者に対し、量子コンテクスチュア
リティを意図的に活用し、誤り訂正能力を最大化するようなアーキテクチャを追求する
新たな指針を与えるものです。例えば、ゲージ量子ビットの数を最適化したり、コンテ
クスチュアリティを促進するような量子ビットの相互作用を設計したりすることで、よ
り堅牢で効率的な量子コンピューターが実現できる可能性があります。この発見は、量
子情報科学と量子エンジニアリングの分野に新たな研究テーマとイノベーションの機会
をもたらし、耐障害性量子コンピューターの実現に向けた道のりを加速させることでし
ょう。

元記事: https://physicsworld.com/a/the-weirdness-of-quantum-contextuality-is-not-a-bug-its-a-feature/

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://physicsworld.com/a/the-weirdness-of-quantum-contextuality-is-not-a-bug-its-a-feature/


QuEra、2対1量子ビット比での量子誤り訂正ブレークスル
ーを発表

概要

中性原子量子コンピューターの専門企業QuEraは、量子誤り訂正における画期的なブレ
ークスルーを発表しました。彼らが発表した論文では、論理量子ビットをわずか2つの
物理量子ビットで構築できることが示されており、これは通常数百から数千の物理量

子ビットが必要とされる既存のアプローチと比較して劇的な削減です。ただし、QuEra

の最高商務責任者Yuval Bogerは、この成果は現時点では「計算用量子ビット」ではな
く「メモリ量子ビット」にのみ適用されると強調しています。同社のGeminiモデルは

既に260物理量子ビットを搭載し商用提供されており、3,000量子ビットマシンの連続
稼働も実証済みです。

公開日 2026年04月30日  Network World  アメリカ



詳細

背景：量子誤り訂正のボトルネックとスケーリングの課題

量子コンピューターの最大の課題の一つは、量子ビットのデコヒーレンスによって発生
するエラーです。このエラーを克服し、信頼性の高い計算を可能にするためには、量子
誤り訂正（QEC）が不可欠とされています。しかし、現在のQECプロトコルは非常に多
くの物理量子ビットを必要とし、1つの論理量子ビット（エラー訂正された有用な量子
ビット）を構築するために数百から数千の物理量子ビットが必要となるのが一般的で
す。この巨大なオーバーヘッドは、大規模な耐障害性量子コンピューターの実現におけ
る主要なボトルネックとなっていました。

主要内容：QuEraの中性原子システムにおける画期的なQEC

中性原子量子コンピューターのリーディングカンパニーであるQuEraは、このQECのオ
ーバーヘッドを劇的に削減する画期的な研究成果を発表しました。同社が公開した論文
によると、彼らは論理量子ビットをわずか2つの物理量子ビットから構築することに成
功しました。これは、既存のほとんどのQECアプローチと比較して、物理量子ビットの
必要数を桁違いに削減するものであり、量子コンピューティングのスケーラビリティを
飛躍的に向上させる可能性を秘めています。QuEraの最高商務責任者Yuval Bogerは、こ
の成果が現時点では「メモリ量子ビット」に対してのみ適用されるものであり、汎用計
算を行う「計算用量子ビット」に直接適用されるものではないことを明確にしていま
す。しかし、メモリ量子ビットの効率的な保護は、大規模な量子プロセッサ全体の性能
向上に不可欠な要素です。



影響と展望：中性原子技術の優位性と実用化への一歩

このQuEraの研究は、中性原子技術が、IBMの超伝導方式のような他の量子ビットアプ
ローチに対する有力な代替手段であることを改めて示すものです。中性原子方式は、高
いスケーラビリティ、長時間のコヒーレンス、そして比較的容易な量子ビットの配置変
更が可能であるという利点があります。QuEraの商用モデルであるGeminiは既に260物
理量子ビットを搭載しており、さらに3,000量子ビットマシンの連続稼働も実証してい
ます。このような進展は、中性原子量子コンピューターが実用的なQECを実現し、最終
的に耐障害性量子コンピューターへと進化するための重要な一歩となります。研究レベ
ルの結果であるとはいえ、この2対1の量子ビット比でのQECは、量子ハードウェア開発
競争における中性原子システムの競争力を高め、将来の量子コンピューティングのラン
ドスケープを大きく変える可能性を秘めています。

元記事: https://www.networkworld.com/article/4165592/quera-claims-quantum-error-correction-

breakthrough-with-2-to-1-qubit-ratio.html

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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IonQの2025年収益3倍増とDARPA契約：強気と弱気シナ
リオの分析

概要

この記事は、量子コンピューティング市場におけるIonQの強力なパフォーマンスと戦
略的ポジショニングを分析しています。2025年には収益が3倍に増加し、最近DARPA

との契約を獲得したと報じられています。IonQは、創薬、金融モデリング、防衛など

のアプリケーションにおいて最も安定性とスケーラビリティが高いとされるトラップ
ドイオン技術を活用しています。同社の潤沢な純現金ポジションは、3〜4年分の運用
資金を提供し、追加の資金調達を必要とせずにロードマップに積極的な投資を可能に

しています。IonQは2026年の収益ガイドンスとして2億2500万〜2億4500万ドルを予
測しています。

公開日 2026年04月27日  TIKR.com  アメリカ



詳細

背景：量子コンピューティング市場におけるIonQの台頭

量子コンピューティングは、その革新的な可能性から多くの注目を集める一方で、技術
的な課題や商業化への道のりには不確実性が伴います。このような状況の中、IonQは、
トラップドイオン方式の量子コンピューターを開発する主要企業として、急速な成長と
戦略的な進展を見せています。トラップドイオン技術は、高い量子ビット忠実度、比較
的長いコヒーレンス時間、そして安定した量子操作が可能であるという点で、大規模な
量子コンピューター実現に向けた最も有望なアプローチの一つとされています。

主要内容：IonQの業績と戦略的動向

TIKR.comの分析によると、IonQは2025年に収益を3倍に増加させるという目覚ましい成
長を遂げました。この急成長は、同社の技術が市場から高く評価され、具体的な商業契
約に結びついていることを示しています。さらに、IonQは最近、米国防総省高等研究計
画局（DARPA）との重要な契約を獲得しました。これは、同社の技術が国家安全保障分
野においてもその価値を認められたことを意味し、将来的な政府機関からの受注拡大に
も繋がる可能性があります。

IonQの技術は、その安定性とスケーラビリティから、以下のような幅広い分野での応用
が期待されています。

創薬と材料科学: 分子シミュレーションを通じて、新薬の開発期間短縮や新たな材料
の発見に貢献します。

金融モデリング: ポートフォリオ最適化やリスク評価など、複雑な金融問題をより高
速かつ正確に解決します。

防衛とセキュリティ: 暗号解読や安全な通信、防衛戦略の最適化などに利用されま
す。

財務面では、IonQは潤沢な純現金ポジションを保持しており、これにより約3〜4年分の
運用資金を確保しています。この安定した財政基盤は、同社が追加の資金調達に頼るこ
となく、技術ロードマップに積極的に投資し、研究開発を加速させることを可能にして
います。2026年には、2億2500万〜2億4500万ドルという大幅な収益増を予測してお
り、市場に対する強い自信を示しています。



影響と展望：競争優位性の確立と市場でのリーダーシップ

IonQのこれらの成果は、量子コンピューティング市場における同社の競争優位性を明確
に示しています。特に、トラップドイオンシステムの高い忠実度は、Rigettiなどの超伝
導方式の競合他社と比較しても優位性があるとされています。DARPAとの契約や政府機
関とのパートナーシップの拡大は、IonQが技術面だけでなく、ビジネス開発においても
強固な基盤を築いていることを物語っています。今後、IonQは、その強固な技術基盤と
財務力、そして政府との連携を活かし、量子コンピューティング市場におけるリーダー
シップをさらに強化していくと予想されます。この成功は、量子コンピューティング業
界全体への投資を促進し、実用化の加速に貢献することでしょう。

元記事: https://www.tikr.com/ja/blog/ionq-tripled-revenue-in-2025-and-just-won-a-darpa-contract-

here-is-what-the-bull-and-bear-cases-actually-look-like

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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NVIDIAがオープンソース量子AIモデル「NVIDIA Ising」
を発表：量子プロセッサの精度と誤り訂正を向上

概要

NVIDIAは、世界初のオープンソース量子AIモデルファミリー「NVIDIA Ising」を発表
しました。このモデルは、研究者や企業が実用的な量子プロセッサを構築するのを支
援することを目的としています。大規模で実用的な量子アプリケーションを実現する

ためには、量子プロセッサのキャリブレーションと量子誤り訂正におけるブレークス
ルーが不可欠であり、AIがその中心的な役割を果たすとNVIDIAは強調しています。
「NVIDIA Ising」は、量子誤り訂正とキャリブレーションのためのAIツールを提供し、

デコーディング速度を最大2.5倍、精度を3倍向上させると報告されています。

公開日 2026年05月01日  Japanese Tech News  日本



詳細

背景：量子コンピューター実用化へのAIの寄与

量子コンピューティングは、その計り知れない計算能力により、様々な科学技術分野に
革新をもたらす可能性を秘めています。しかし、現在の量子プロセッサは、デコヒーレ
ンスによるノイズや量子ビットの制御精度の問題など、多くの技術的課題を抱えていま
す。これらの課題を克服し、大規模で実用的な量子アプリケーションを実現するために
は、量子ビットの「キャリブレーション（校正）」と「量子誤り訂正（QEC）」の技術
を飛躍的に向上させる必要があります。近年、人工知能（AI）技術の進化は目覚まし
く、そのパターン認識能力や最適化能力が、量子コンピューティングのこれらのボトル
ネック解決に貢献できるのではないかと期待されていました。

主要内容：NVIDIA Isingファミリーの登場

NVIDIAは、この期待に応える形で、世界初のオープンソース量子AIモデルファミリー
「NVIDIA Ising」を発表しました。この画期的なツール群は、量子プロセッサの性能を
向上させることを目的に、研究者や企業がより効率的に量子コンピューターを開発・運
用できるよう設計されています。NVIDIAは、量子プロセッサのキャリブレーションと
QECにおいてAIが極めて重要な役割を果たすと強調しています。

「NVIDIA Ising」ファミリーの主要な構成要素は以下の通りです。

Ising Calibration: 量子プロセッサの測定結果を迅速に解釈し、リアルタイムで反応
するための視覚言語モデルを提供します。これにより、量子ビットのキャリブレーシ
ョンプロセスが大幅に高速化され、量子システムの安定性と性能が向上します。

Ising Decoding: 最適化された3D畳み込みニューラルネットワークモデルを介して、
リアルタイムの量子誤り訂正を可能にします。NVIDIAの報告によると、このモデル
は既存のオープンソース業界標準であるpyMatchingと比較して、デコーディング速
度を最大2.5倍高速化し、精度を3倍向上させることが可能です。

これらのモデルは既に多くの機関で採用されており、量子研究の現場に即座に影響を与
えています。



影響と展望：量子コンピューティングの加速と新たな融合領域

NVIDIA Isingファミリーの発表は、量子コンピューティング分野におけるAIの重要性を
明確に示し、量子プロセッサの実用化を大きく加速させる可能性を秘めています。AIを
活用することで、これまで人間が行っていた複雑で時間のかかるキャリブレーションや
誤り訂正のプロセスを自動化・最適化できるようになります。これにより、量子コンピ
ューターの開発サイクルが短縮され、より大規模で安定したシステムが早期に実現され
ることが期待されます。

また、この取り組みは、AIと量子コンピューティングという二つの最先端技術が融合
し、新たな研究開発の領域を切り開いていることを象徴しています。将来的には、AIが
量子コンピューター自体の設計や量子アルゴリズムの開発にも貢献するなど、さらに深
い連携が進む可能性があります。NVIDIAのような大手テクノロジー企業の参入は、量子
コンピューティングエコシステム全体を活性化させ、最終的に社会全体に量子技術の恩
恵をもたらすための重要な推進力となるでしょう。

元記事: https://enterprisezine.jp/news/detail/24173

収集日: 2026年05月02日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://enterprisezine.jp/news/detail/24173


JSTムーンショット目標：誤り耐性ネットワーク型量子コ
ンピューターの開発構想

概要

科学技術振興機構（JST）のムーンショット目標プログラムの一つとして、山本俊PM

が率いる「誤り耐性ネットワーク型量子コンピューター」プロジェクトの概要が発表
されました。このプロジェクトは、離れた複数の量子プロセッサ間で論理量子ビット

の量子もつれを生成し、それらを接続することで単一のより大規模な量子プロセッサ
を形成するという画期的な構想を掲げています。2030年までに「論理もつれ共有」の
達成を、そして2050年までに100万量子ビットのネットワーク型量子コンピューター

の共通基盤技術を確立するという野心的なマイルストーンを設定しています。この取
り組みは、個々の量子プロセッサの限界を超えるスケーラブルな量子計算の実現を目
指します。

公開日 2026年04月01日  Japan Science and Technology Agency (JST) Research Development

System  日本



詳細

背景：量子コンピューターのスケーラビリティ課題とネットワーク化の必要性

現在の量子コンピューターは、物理量子ビット数の増加に伴い、量子ビット間の相互作
用の制御や、システム全体のノイズからの保護が極めて困難になるという本質的なスケ
ーラビリティの課題に直面しています。一つのチップ上で数百万もの量子ビットを直接
集積・制御することは、技術的に非常に困難であり、非現実的であると考えられていま
す。このボトルネックを打開する有力なアプローチの一つが、複数の量子プロセッサを
ネットワークで接続し、あたかも一つの巨大な量子コンピューターとして機能させる
「ネットワーク型量子コンピューティング」です。これにより、個々のプロセッサの限
界を超え、より大規模な量子計算の実現が可能になると期待されています。

主要内容：JST山本プロジェクトの目指す革新

科学技術振興機構（JST）のムーンショット目標プログラム「ムーンショット目標6：誤
り耐性型汎用量子コンピューターを実現」の一環として、山本俊PMが率いる「誤り耐
性ネットワーク型量子コンピューター」プロジェクトが立ち上げられました。このプロ
ジェクトの核となるアイデアは、遠隔地に配置された複数の量子プロセッサ間で、直接
物理量子ビットを接続するのではなく、すでに誤り訂正された「論理量子ビット」同士
の間に量子もつれを生成し、それらを連携させるというものです。これにより、ノイズ
に強く、かつスケーラブルな量子コンピューティングシステムを構築することを目指し
ます。

プロジェクトは、以下の野心的なマイルストーンを設定しています。

2030年まで: 「論理もつれ共有」の達成。これは、複数の量子プロセッサ間で誤り訂
正された論理量子ビットの間に、安定した量子もつれを確立することを意味します。

2050年まで: 100万量子ビット級のネットワーク型量子コンピューターの共通基盤技
術の確立。これは、究極的な目標である耐障害性汎用量子コンピューターの実現に向
けた、大規模なシステムアーキテクチャの基盤を築くものです。

研究開発は、「原子ネットワーク技術」と「イオンネットワーク技術」の二つの柱で構
成されており、原子やイオンの量子ビットと光子（フォトン）との間で大規模な量子も
つれを生成する手法に重点が置かれています。光子は量子情報を長距離伝送するのに適
しており、異なる量子プロセッサ間を接続する「量子バス」としての役割を果たすこと
が期待されています。



影響と展望：日本の量子コンピューティング戦略とグローバルな競争

このJSTプロジェクトは、日本の量子コンピューティング戦略において極めて重要な位
置を占めています。ネットワーク型量子コンピューターの実現は、単一のQPU

（Quantum Processing Unit）に依存する現在の限界を打破し、次世代の量子コンピュ
ーターアーキテクチャの標準を確立する可能性を秘めています。論理量子ビット間のネ
ットワーク化技術は、将来の量子インターネットの基盤技術ともなり得るため、その成
果は量子通信分野にも波及するでしょう。この取り組みは、国際的な量子コンピューテ
ィング競争において、日本が独自の強みを発揮し、世界の技術革新を牽引していくため
の重要な挑戦となります。長期的な視点に立ったこの国家プロジェクトは、量子コンピ
ューティングの未来を大きく変える可能性を秘めていると言えるでしょう。

元記事: https://www.jst.go.jp/moonshot/program/goal6/files/6K_yamamoto.pdf
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早稲田大学、量子アルゴリズムを用いた複雑系材料開発の
加速を実証

概要

早稲田大学の研究チームは、量子アルゴリズムの一種である量子回路学習（QCL）
が、特に実験データが限られた状況下での複雑系材料開発を大幅に加速できることを
実証しました。この研究は、従来の材料インフォマティクス（MI）が抱える、高品質

な学習データの不足や新しい材料を予測する際の過学習問題といった課題に対処する
ものです。QCLは、量子ビットの重ね合わせともつれといった量子特性を利用して関
数を近似し、回路パラメータを調整するため、新規材料の探索初期段階において強力

なツールとなることが示されました。研究成果は、QCLが限られたデータから優れた
材料を効率的に発見することを可能にし、材料開発に革命をもたらす可能性を示唆し
ています。

公開日 2026年05月01日  Waseda University  日本



詳細

背景：材料インフォマティクス（MI）の課題と量子コンピューティングへの期待

現代の材料科学では、新しい機能性材料の発見と開発が様々な産業のイイノベーション
を牽引しています。近年、データ科学と人工知能を応用した「材料インフォマティクス
（MI）」が注目を集め、計算と実験の効率化に貢献してきました。しかし、MIアプロ
ーチにも課題があります。特に、新しい材料の探索において、高品質な実験データが限
られている場合が多く、また、その限られたデータに対して機械学習モデルが過学習
（overfitting）を起こし、未知の材料を正確に予測できないという問題が頻繁に発生し
ます。このような制約が、MIによる材料開発のボトルネックとなっていました。量子コ
ンピューティングは、その並列処理能力と量子力学的な表現能力により、これらのMIの
課題を克服する可能性を秘めていると期待されています。

主要内容：量子回路学習（QCL）による材料開発の加速

早稲田大学の研究チームは、この課題に対し、量子アルゴリズムの一種である「量子回
路学習（Quantum Circuit Learning, QCL）」が有効であることを実験的に実証しまし
た。QCLは、量子ビットの重ね合わせともつれといった量子力学の特性を最大限に活用
し、複雑な関数を効率的に近似する能力を持ちます。研究では、QCLが、特にデータが
少ない状況下で、従来の古典的な機械学習手法と比較して優れた性能を発揮し、複雑系
材料の特性予測や新規材料探索を大幅に加速できることを示しました。

QCLのプロセスでは、量子回路のパラメータを繰り返し調整することで、材料の物理
的・化学的特性と構造の関係性を学習します。この量子的なアプローチにより、古典コ
ンピューターでは計算が困難な高次元の探索空間を効率的に探索し、限られた情報から
でも、より精度の高い予測や発見が可能になります。これは、新規材料の探索における
初期段階で特に強力なツールとなり得ます。

影響と展望：量子材料科学の新時代と産業への波及

早稲田大学の研究成果は、量子コンピューターが実用化されるにつれて、QCLが材料開
発のプロセスに革命をもたらす可能性を示唆しています。限られたデータからでも優れ
た特性を持つ材料を効率的に発見できるようになれば、新素材開発の期間短縮とコスト
削減に大きく貢献するでしょう。これは、エネルギー材料、半導体材料、医薬品材料な
ど、多岐にわたる産業分野に波及効果をもたらします。



今後の研究では、このQCLの利点を実際の量子デバイス上で検証し、さらに様々な複雑
系材料の開発分野への適用範囲を広げることが計画されています。量子コンピューティ
ングと材料科学の融合は、「量子材料科学」という新たな学際分野を創出し、これまで
にない革新的な材料の設計と製造を可能にするでしょう。この研究は、日本の量子技術
が産業界に具体的な価値を提供する上で重要な一歩となります。

元記事: https://www.waseda.jp/inst/research/news/84283
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